
災害に強いまちづくりについて

危機管理部 災害対策課



災害リスクと自主防災組織の現状



いわき市の気温の推移
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いわき（小名浜）の気温の推移

約100年で1.7℃上昇

いわき（小名浜）の年平均気温の推移

1911年
13.1℃

2021年
14.8℃

気象の推移



全国の大雨年間発生回数
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１時間50ｍｍ以上の降水量226回/年 327回/年

1.4倍増



激甚化・頻発化する災害から身を守る
ために、共助（自主防災組織等）の
必要性が増している。
市内で生まれた新たな共助の取組み

東日本大震災による被災 令和元年東日本台風による被災



自主防災組織の取り組み

夜間津波避難訓練

足元を確認しながら高台へと避難する地域住民

防災運動会（大運防会）

出所：福島民報

主催：勿来町関田総合自主防災会 主催：内町自主防災会

楽しく防災活動に参加してもらえるよう土のう
運びやバケツリレー等の防災にちなんだ競技を
実施。（コミュニティの活性化が目的）

https://www.minpo.jp/common/img/news/20220912100564_0.jpg
https://www.minpo.jp/common/img/news/20220903100273_0.jpg


共助の担い手の取り組み

好間中学校での防災教育

災害リスク等を学ぶ講座

学校の取り組みが評価されて「ぼうさい甲子園」で奨励賞を受賞！（市内の中学校では初受賞）

防災マップを作成に係るまち歩き 避難所開設訓練

令和元年東日本台風で甚大な被害を受けたことを教訓に、防災教育に力を入れて
取り組んだ。



災害に強いまちづくり
に必要なことは・・・
関係者で語ろう



関田総合自主防災会・
女性消防クラブ連絡協
議会の取り組み



まち歩き（地区防災計画作成） 内町自主防災会との意見交換会

夜間津波避難訓練



幼年消防クラブとの
合同防火パレード

高齢者家庭調査

イオンモールいわき小名浜での
防災啓発



市の防災の取り組み



自助力の強化

・防災マップ・津波ハザードマップの改訂（R４年３月）

・出前講座等防災教育の強化
【R４．11月末現在】

年 度 実施回数 参加者数

令和３年度 25回 1,414人

令和４年度 70回 4,000人

対前年比 ４5回増 2,586人増



共助力の強化

・登録防災士制度の創設・防災士養成講座の受講対象者の拡充
登録防災士数：195人（R４.12月末現在）
防災士養成講座：70人/年 ⇒ 110人/年

・自主防災組織へパンフレット配付【R４.12月】
日頃の活動や組織を活性化させる情報の提供

・自主防災組織及び未結成地区への
アンケート実施【R４.12月】
自主防災組織のニーズや未結成地区の課題を
分析し、今後の自主防災組織の支援策を検討する

・避難行動要支援者への個別避難計画の策定



公助力の強化

・市総合防災訓練の充実

・協定事業者の拡充
【R４．11月末現在】

協定年月 協定相手 協定概要

R４年２月 好間工業団地内18社
緊急一時避難
車約1,600台分

R４年３月 福島テレビ㈱ 防災情報等の発信強化

R４年４月 ㈱AirX外１社
ヘリコプターを活用した
人員・救護物資の搬送

R４年４月 日本工営㈱ AI洪水予測など

県総合防災訓練との合同訓練の実施（16年ぶり）

（福島県警察本部警備課 提供）

ヘリコプターを活用した映像伝送訓練

AIを活用した浸水予測



地区で防災活動を
始めるには



防災活動を継続する
ためには



災害に強いまちづくり
に向けて取り組むこと



「逃げ遅れゼロ」
「災害死ゼロ」を
達成するための
４つの柱



政策目標

災害時には初動対応が最も重要

自助・共助の力を高める

「逃げ遅れゼロ」「災害死ゼロ」を目指して



１ 全世帯を自主防災組織がカバー（令和４年４月１日現在 86％）

個別の課題：高齢化などの地域課題と一体化した働きかけ（防災と福祉の連携強化）

２ 各自主防災組織に防災士が２名以上在籍

個別の課題：地区とのマッチング不足→防災士受検を優先、登録防災士との合同研修会

３ 各自主防災組織において、年に１回以上訓練を行う

個別の課題：活動の活性化→訓練の参加拡大、好事例の横展開

４ 各自主防災組織は、地域の特性を踏まえ地区防災計画を

作成する

個別の課題：企画力・実行力のあるリーダーの養成→防災士のステップアップ研修会

目
標
1
0
0
％

目標達成のための４つの柱


